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熱帯夜の経年推移（横浜気象台） 
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冬日の経年推移（横浜気象台） 

 

なお、2009 年度の一般局における市内の真夏日、熱帯夜、冬日の発現日数は、次のとおりです。 
地域 臨海部 内陸部 丘陵部 

測定局 大師 田島 川崎 幸 中原 高津 宮前 多摩 麻生 

真夏日（日数） 29 29 32 28 42 33 44 35 25 
熱帯夜（日数） 18 19 19 14 20 19 16 13 4 
冬 日（日数） 0 2 0 7 4 4 12 17 16 

 

主な施策の概要 

具体的施策名 2009（平成21）年度実績 2010（平成22）年度計画等 

Ⅱ-5-1 ヒートアイランド防止対策の推進  

Ⅱ-5-1-1 人工排熱の低減  

都市の排熱を抑制する省エネルギー

対策の推進 

【Ⅲ-3-1 施策参照】 【Ⅲ-3-1 施策参照】 

風の通り道等に関する調査研究の

推進 

［環：地球環境推進室］ 

□八都県市における共同の取組を検討 □九都県市における共同の取組を検討

実施 

Ⅱ-5-1-2 人工被覆物の改善 
 

樹林地の保全及び緑化の推進 【Ⅱ-2 施策参照】 【Ⅱ-2 施策参照】 

水の循環構造の保全 【Ⅲ-4-1 施策参照】 【Ⅲ-4-1 施策参照】 

 

ヒートアイランド

現象 

 都市域において、

人工物の増加、地表

面のコンクリートや

アスファルトによる

被覆の増加、それに

伴う自然的な土地の

減少、さらに冷暖房

等の人口排熱の増加

により地表面の熱収

支 バ ラ ン ス が 変 化

し、都心域の気温が

郊外に比べて高くな

る 現 象 。 こ の 現 象

は、都市及びその周

辺の地上気温分布に

おいて、等温線が都

心部を中心として島

状に市街地を取り巻

いている状態により

把握することができ

るため、ヒートアイ

ランド（熱の島）と

いわれる。 
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